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令和 2年度 糸島市協定大学等課題解決型研究事業 実績報告 

 

 

研究タイトル 

 糸島市における災害史について 

 

研究者名 

 九州大学大学院 工学研究院 環境社会部門 助教  西山 浩司 

九州大学大学院 工学研究院 環境社会部門 准教授 清野 聡子 

九州大学大学院 工学研究院 環境社会部門 准教授 広城 吉成 

 

研究協力者 

 糸島市防災士会 

 有松 智文 加藤 博貴 田中 清和 田中 美枝子 栗原 ちひろ 

 九州大学工学府都市環境システム工学 大学院生 小野 優 

 九州大学工学部地球環境工学科 学部生 石井 隆滉 

 

研究期間 

令和 2年 6月 15日～令和 3年 3月 31日 

 

研究計画の内容 

本研究では，図書館などに眠る紙媒体の災害記録の電子情報化と，住民が持っている過去

の災害についての証言を得ることによって，風化して消え去る運命にある災害伝承の歴史的

事実を復活させ，糸島市民が災害リスクを再認識できるような糸島市災害史 HP を作成する

ことを目標とする．その基礎資料を作成するため，本研究期間内に，災害記録をハザードマ

ップ情報と融合したコンテンツを作成する． 

 

実施項目 

（１）嘉永 3年（1850年）と大正 4年（1915年）の豪雨災害の編纂 

（２）災害悲話「ながれ天神」を活用したお天気防災教室 

（３）昭和 34 年可也山土石流災害の聞き取り調査（御床地区） 

 

研究成果 

 2ページ以降に掲載 
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１． 研究の背景と目的 

 

 糸島市では，昭和 28 年（1953年）の西日本大水害など深刻な災害に何度も見舞われ，過

去の遡ると少なくとも 9 件の災害事例（図 1）が確認されている．しかし，インターネット

上には殆ど情報がなく，紙媒体として図書館や資料館などに眠っていることが多い．この状

態が続くと，災害の記録に触れる機会が乏しくなって，結果的に過去の災害伝承が途絶える

恐れがある．そうなると，地域の災害リスクをイメージすることができず，来るべき将来の

災害に備えることが難しくなる． 

そこで本研究では，図書館などに眠る紙媒体の災害記録の電子情報化と，住民が持ってい

る過去の災害についての証言を得ることによって，風化して消え去る運命にある災害伝承の

歴史的事実を復活させ，糸島市災害史 HP を作成することを目標とする．その目標を達成す

るために，災害記録をハザードマップ情報と融合して，糸島市民が災害リスクをイメージし

やすいコンテンツを作成する．  

本研究の具体的な研究内容は次の 3項目からなる．最初に，1）嘉永 3 年（1850年）と大

正 4年（1915年）の災害事例を選び，郷土資料や地域に伝わる古記録に基づいて，被災場所

を特定し，災害の特徴を調査する．次に，2）糸島に残る災害伝承に基づく，お天気防災教

室（2020年 9月 20日実施）の取り組みについても報告する．最後に，3）昭和 34年志摩地

方で起こった豪雨災害の被災者（可也山山麓の御床地区：土石流による被災地区）への聞き

取り調査の結果を報告する． 

 

 
図 1 糸島市の主な災害事例 
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２． 嘉永 3年（1850年）と大正 4年（1915年）の豪雨災害の編纂 

 

嘉永 3 年（1850 年）と大正四年（1915 年）の災害事例を選び，郷土資料や地域に伝わる

古記録に基づいて，糸島市全域（東部は福岡市西区を含む）を対象にして被災場所を特定し，

災害の特徴を調査した． 

その結果，糸島市全体の災害の特徴は，図 2に示す通り，糸島市東部では，瑞梅寺川と雷

山川の氾濫，高祖山からの土砂の流出や小河川の氾濫によって多くの村が被災したことが挙

げられる．これは，瑞梅寺川と雷山川の下流域が完全水没した昭和 28年（1953年）の西日

本水害に匹敵するものであった．一方，糸島市西部では，二丈岳，十坊山やその周辺の山々

が崩れて土石流が発生し，福吉川，加茂川，淀川，一貴山川などの河川が氾濫した．その影

響で，河川上流域から下流域の村々で田畑や家屋が流される被害に見舞われた． 

特筆すべきことは，嘉永 3 年（1850 年）と大正 4 年（1915 年）の被災地が重なることで

ある．その傾向は糸島市西部で顕著で，現在の深江，一貴山，佐波，吉井（上，下），鹿家

では，各地区を流れる河川の氾濫や土石流による災害の特徴が共通していた．  

 

 

    図 2 嘉永 3年（1850年）と大正 4年（1915年）の豪雨災害の被災箇所 

 

ここで，加茂川流域の佐波から真名子までの地区を選んで，両事例の災害に共通した特徴

（図 3）を示す．嘉永 3 年の豪雨災害では，真名子付近の山岳が崩壊して土石流が発生し，

加茂川が氾濫した．その被災状況として，加茂川上流側の真名子村は田畑に大きな被害を受

けた．また，山が険しく，多くの谷が存在するアラタニでは，炭焼きをしていた家族 3人が

下流まで流されて犠牲となった．そして，堀村の七郎神社や田地原の春日神社が加茂川の近

くにあったため流されてしまった．その他，田地原山が崩れた影響で加茂川の氾濫が増幅し

たとみられ，山麓の田地原，下流側の佐波地区は田畑，家屋，堤防（土手）が酷く破損した．

一方，大正 4 年の豪雨災害でも同様の災害が起きたと考えられる．当時の写真が残ってお
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り，加茂川上流域にある明神の滝と，田地原と堀間にあるハコバ川上流で土石流が発生した

様子が確認できる．田地原山では，両事例とも崩れて土石流が発生している． 

以上の調査から，糸島市西部では，「同じメカニズムで災害が繰り返し起こっている」こ

とが示された．即ち，将来も同じような災害で被災するリスクがあることを意味し，各河川

の周辺の行政区は，今後の備えを具体的に進めていく必要がある． 

 

 

図 3 加茂川に沿った豪雨災害の被災箇所（▲：嘉永 3年，▲：大正四年） 

    写真提供：福吉コミュニティーセンター 館長 姫野吉秀氏 

 

 

３． 災害悲話「ながれ天神」を活用したお天気防災教室 

 

本研究の取り組みと関連して，下記の通り，小学校高学年を対象に，糸島市でお天気防災

教室を実施した（図 4）．前半では，台風や線状降水帯といった災害を引き起こすお天気の仕

組みを教え，後半では，糸島市の江戸時代の災害悲話「ながれ天神」（糸島新聞社，1995）

を題材にして地域特有の災害について学んでもらった．最後に地元のハザードマップを見な

がら，自宅や通学時の防災について考えてもらった． 

 

タイトル： 災害から命を守る糸島市のお天気・防災教室 

－将来を担う子どもたちが防災を学び，次の世代へ伝える－ 
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講師  ： 糸島防災士会（現：宮崎県庁） 栗原 ちひろ（防災担当，気象予報士） 

九州大学大学院理学府 鈴木雄斗（天気担当，気象予報士） 

時間日時： 2020年 9月 20日（日）1回目：13時～14時 15分 2回目：15時～16時 15分 

場所  ： 糸島市 オープンコミュニティスペースみんなの 

 

 

図 4 糸島市のお天気・防災教室の様子（右図はハザードマップ確認作業） 

 

お天気防災教室に選んだ災害悲話「流れ天神」は，高熱を発して今にも死にそうになって

いる我が子を医者に診せるため，意を決して大雨で増水した川にかかる橋を渡ったが，親子

共々流されて亡くなったという悲しい伝承である（図 5）．その悲話には，橋を渡るべきか，

やめておいた方がいいのかを迷いに迷う母親の葛藤が示されている． 

ここでは，その災害悲話を小学生に読んでもらい，災害で亡くなった親子の悲しみ，我が

子を守るための葛藤を共有し，自分ならどうするだろうと同じ立場になって考えてもらった．

常識的に考えれば，増水した川を渡ることは非常に危険であるが，死にそうになっている我

が子を目の前にすると，「行くべきか行かざるべきか」という葛藤に苛まれることになる．

その状況について，親の気持ちになって意見交換をすると，参加者の皆さんは何が正しいの

かを判断する難しさを感じ取っていた．以上の事例から，危険とわかっていても行動せざる

を得ない状況に追い込まれる心理を学ぶこと，即ち，葛藤の中で，行動をどう選択して生き

残るかを真剣に考える機会を与えることができた． 

この演習はクロスロード演習と呼ばれ，災害が切迫し，究極の選択をせざるを得ない状況

に追い込まれた状況で，どのように判断し，どのように行動するか，また，そうならないた

めに普段から備えるべき点は何かについて考えるものである．これは，防災に正解がない中

で生き残る確率を少しでも上げていくための仕掛けでもある． 

以上の災害悲話を通して，長野川が氾濫する恐れがある時，どのように行動すればよいの

かを一緒に考える機会を与えることができた（図 6）．今後は，地元の伝承として伝わる災害

悲話を，糸島市在住の小学生に対する今後の防災教育に活用することを目指す．その上で，

災害に巻き込まれないために，気象情報を読み解くの能力を向上させること，ハザードマッ

プを活用して災害リスクを自らイメージできるようになること，実際に地元を歩いてみて災

害時はどうなるのか想像できるようになることを目標に，小学校高学年を対象とした防災教

育の教材を開発する予定である． 
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図 5 糸島市の長野川沿いに伝わる災害悲話「流れ天神」 
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図 6 災害悲話「流れ天神」に基づく長野川の氾濫に備えた防災 

 

 

４． 昭和 34年可也山土石流災害の聞き取り調査（御床地区） 

 

昭和 34年（1959年）7 月 13～14日にかけて梅雨前線が通過し，北部九州全域で豪雨とな

った．翌日 15日の時点で，犠牲者 29名，行方不明者 27名，負傷者 53人の人的被害，田畑

や家屋の浸水被害，交通網の寸断，通信施設の不通，集落の孤立など甚大な被害となった．

その災害で，門司，八幡，中間，宗像，志摩町など 11 市町村に災害救助法が適用された．

現在の糸島市では，総雨量が 350～400mm に達する豪雨となり，志摩町史 1)によると，当時

の志摩町の初地区では，14 日早朝に浸水被害が発生し，川が激流となって道路が寸断され

て避難できない状況に至った．また，桜井地区では，山が崩れて，田畑におびただしい土砂

が流出し，昭和 28 年の水害に劣らぬ被害となった．そして，御床地区では，可也山からの

土石流が襲って，土砂，岩，流木に埋まってしまった． 

この時，御床地区で土石流から難を逃れた進藤夫妻（淳二さん，芳江さん）の証言がある．

その証言を基に当時の土石流の様子や被害状況について調査した．御床地区は可也山の南西

に位置する集落で，土砂災害警戒区域に指定されており，土石流災害のリスクがある．当時

の進藤さん宅は，志々岐神社の殿山川を挟んだ東側で，現在の土砂災害警戒区域内に位置し

ていた（図 7）． 

13 日は，夫婦と当時 2 歳の息子と 4 歳の娘が一緒に過ごし，芳江さんの妹も泊まりにき
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ていた．13日夜からかなり強い雨が降っていて，14日の 11時頃，濁流がぶつかってきて物

置に水が入ってきた．そして，一瞬のうちに岩，泥，水が轟音とともに家の中に流れ込み，

家ごと流された．幸いにも家は田んぼで止まり，家にいた芳江さんとその妹，息子・娘の 2

人は，土砂から自力で這い上がって幸いにも助かった．一方，物置は流され，牛 2頭も下流

まで流されて死んでしまった．御床地区では，多くの家が床下浸水の被害を受けて，一部床

上まで浸水した家もあったとのことである． 

夫の淳二さんの証言によると，当時，ため池の決壊を防ぐため外出していたが，土石流の

前に一度帰ってきたときに川の水が少ないことに気づいた．実際，その後に土石流が一気に

流れてきたので，何らかの理由で殿山川の上流でせき止められていた水，土砂，岩，流木が

決壊して流れてきたものと考えられる．これは，上流部で一時的に天然ダムが形成されてい

たことを意味する．また，災害後に可也山を眺めてみると，木材を伐採した山の中腹から土

石流が流れてきたことがわかった．地元の方々は，はげ山にしたことが土石流の発生に繋が

ったのではないかと考えたとのことである． 

家を失った進藤さん一家は，風呂なしの六畳一間の仮設住宅に 2年間住んだとのことであ

る．その間，お子様は雨音を聞くと，当時の恐怖が蘇ってきて，怖がっていたとのことであ

る．また，芳江さんは，当時のことを振り返り，庭に水が流れてきた段階で避難すればよか

ったと言っていた． 

 

 

図 7 御床地区で発生した土石流 
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 昭和 34 年土石流災害後の御床地区の写真が図 8 である．その右図で，志々岐神社の東側

を流れる殿山川に沿って，可也山からの土石流が発生したことがわかる．写真からは土砂だ

けでなく，岩が流れてきている様子が伺える．図 9は，被災前と現在の志々岐神社の写真で

ある．図 8 が示す被災後の写真と比べると，被災前にあった 12 段の階段が，現在の写真で

も被災後の写真にも写っていない．これは，階段が土石流の運んできた土砂や岩に埋もれて

しまったことを意味する．現在の道路は当時の道路よりも 2m 程度高い位置にある． 

可也山の土石流災害について過去に遡ると，室町時代の明徳 3年（1392 年）の話で，小富

士地区の土石流で埋まった薬師如来を助け出す災害伝承 5)が残っているが，過去 60 年，可

也山で大規模な土石流は発生していない．しかし，可也山周辺は，土砂災害警戒区域に指定

されている地区が多いことから，今後も写真にあるような災害に見舞われるリスクがあるこ

とに十分注意が必要である． 

 

 

図 8 御床地区の被災当時の写真（左：集落の下，右：志々岐神社） 

   写真出所：志摩町史編集委員会：志摩町史, 1105p, 昭和 47年（1972） 

 

 

図 9 土砂に埋まった志々岐神社の石段（左の写真：神社内に奉納された災害前の写真） 
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５． 今後の展開 

 

令和 2年度の研究課題の取り組みでは，糸島市の災害史の編纂に関する研究の出発点を与

える成果が得られた．このテーマは長期にわたる研究として位置づけられるので，研究期間

終了後も糸島市と協力しながら継続する予定である．具体的には，地域の災害リスクを自ら

イメージできるように工夫した糸島市災害史 HP を構築し，災害の記録が得られるたびに更

新・整備する．さらに，糸島市災害史 HP に掲載されている過去の災害記録を教材として，

糸島市内の校区，行政区を対象にした災害学習会・災害図上訓練・防災街歩き，小・中学校

を対象にした防災教育を実施することも考えている．また，教える側への教育，即ち，地域

の防災士の人材育成を目指した研修会，教職員向けの防災教育の研修会の実施も検討したい． 
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